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items of nationally designated traditional crafts in 

seven prefectures in Kyushu were investigated. The 

author grasped answers about the awareness of 

how to get involved in the traditional craft industry.

　As a result, the author found that the degree of 

consumer recognition and interest in each item of 

traditional crafts varies widely depending on gender 

and design preferences. In addition, for 8 of the 21 

items, factors such as consumers' "direct support 

intention" and "intention to participate in work" for 

the traditional craft industry were linked to the fact 

that they had "purchase experience." The importance 

of grasping what kind of consumers tend to be 

aware of and interested in each traditional craft and 

considering how to get consumers to support them 

is shown.

１. はじめに

わが国における国指定伝統的工芸品のうち、九州

7 県には 21 品目が存在する（表 1、本場大島紬は

2 県に重複しているが 1 品目と数える）。これらの

工芸品に対する消費者の認知・関心度をアップさせ

るべく、各産地では様々な取組みを行っている。

　例えば、八女福島仏壇の産地組合は、需要拡大や

認知度向上を目指すべく価格を抑えた新ブランドを

立ち上げた 1）。また、久留米絣にルーツを持つ筑後

要旨

　伝統工芸産業の活性化推進に向けて、各産地では

消費者の認知・関心度をアップさせるべく、様々な取

組みが行われている。本研究では全国の消費者 1,000

人に対してインターネット調査を実施し、九州 7 県の国

指定伝統的工芸品 21 品目について、認知・関心度や

購入経験の他、伝統工芸品のデザインの嗜好や、伝

統工芸産業への関わり方についての意識等に関する回

答を得た。

　その結果、伝統的工芸品の各品目で、消費者の認知・

関心度が、性別やデザインの嗜好性等によって多様に

異なっていることがわかった。また、21 品目の内 8 品

目については、伝統工芸産業に対する消費者の「直接

的支援意向」や「仕事への参画意向」等の要因が、「購

入経験有り」という事実に繋がっていることが明らかと

なった。各伝統的工芸品に対して、どのような消費者

が認知・関心を持つ傾向にあるかを把握し、どのよう

に消費者から支援を得るべきかを考察する重要性が示

されたと考える。

Summary

　In order to revitalize the traditional craft industry, 

each production area is making various efforts to 

increase consumer awareness and interest. In this 

study, the author conducted an internet survey of 

1,000 consumers nationwide, and found that 21 
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織の産地組合は、認知度を高めるべく、旧来の「久

留米織」という名称の変更を始め、新たなロゴの制

作や新ブランドの立ち上げを行っている。認知・関

心度の向上が、売上や利益の拡大、さらには産地存

続に不可欠な状況にある 2）。

　本研究では、これまで実施された伝統工芸品に

関する消費者意識調査研究を踏まえた上で、九州 7

県の国指定伝統的工芸品 21 品目（以下「九州 7 県

21 品目」という。）に関する消費者調査を実施した。

その結果について統計解析による分析から見出され

る論点整理を経て、今後の産地存続に向けた提言を

行うことを目的としている。

２．先行調査研究

　先行調査研究として、全国における伝統工芸品消

費者を対象とした以下の 2 調査を挙げる。

　一つ目は、JTB 総合研究所（2018）が実施した

調査で、現在の日本人の「地場産業、伝統産業品」

への考え方と生産地との関わり方について、全国の

20 ～ 79 歳の男女 1,595 人にインターネットを介

して行ったアンケート調査である。この調査による

と、地場産業・伝統産業品の好きなデザインについ

て、全体では「昔からの伝統を忠実に守っているも

の」が 36.1％、「伝統の技は残しつつも、新しいデ

ザインや使い方をしているもの」が 63.9％と、伝

統を維持しながらも時代感覚にあったもののニーズ

が高い結果であった。地場産業・伝統産業品につい

ての関心の度合いには「高い人（コア層）、軽い人（ラ

イト層）」がおり、コアなファンが離れないように、

普段から製品の良さや製作技術、歴史的背景を伝え

るような継続的なマーケティングが必要であると指

摘している。その上で生産地側は、多くの人に認知

を広げるようなイベントでライト層向けに知名度を

上げる取組みが重要であると提案している。

　二つ目は、CCC マーケティング総合研究所（2022）

によるもので、国内の主要な伝統工芸品の認知・購

入意向について、全国の 20 ～ 60 代の男女 8,739

人にインターネットを介したアンケートを実施し

ている。この調査によると、国内各地にある伝統

工芸品の認知度について、調査対象 41 品目のうち

70％を超えたものは、伊万里・有田焼（78.4％）、

輪島塗（74.9％）、西陣織（72.9％）、信楽焼（71.2％）、

江戸切子（71.0％）及び南部鉄器（70.7％）の 6

品目であった。また、調査対象となった九州 7 県

の伝統工芸品は伊万里・有田焼の他に 4 品目あり、

博多人形（63.7%）、本場大島紬（46.3%）、長崎べっ

甲（29.7%）及び久留米絣（26.3%）であった。一

方で認知度が 30％を切る品目が 15 品目あり、認

知獲得に課題を抱えている伝統工芸品が多く存在し

ている状況にある、としている。このため、伝統工

芸品を地域外の人々に知ってもらうことが活性化の

入り口となると提言している。

　ついで、福岡・佐賀県の国指定伝統的工芸品に対

して、全国の消費者がどのような消費意識を持って

いるかを把握する調査について以下 2 点を挙げる。

　一つ目は、陶磁器消費地である福岡市都市圏の消

費者と、窯業が盛んである有田・伊万里の消費者を

対象とした、陶磁器需要に関する黒木・内山（2009）

の意識調査である。この結果を基に、消費地の消費
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表 1．九州 7 県の国指定伝統的工芸品一覧



者、生産地の消費者、及び生産者の意識の差異や消

費者意識の差異と強い関連性がある要因の存否等を

分析している。

　二つ目は福岡県の伝統的工芸品・博多織に関する

内山（2020）の調査である。この中では九州地方

の消費者の消費者意識や消費行動についてのアン

ケート調査が行われ、この結果を基に、博多織の需

要構造分析や、消費主体である成人女性の消費行動

分析が行われた。

　さらに、福岡市及びその近郊で生産される伝統工

芸品に対して、福岡市の市民が持つ消費意識の把握

を目的とした福岡市（2021）の調査等、伝統工芸

品消費者を対象とした調査研究は存在する。しかし、

特に九州 7 県 21 品目に焦点を当てて、全国の消費

者を対象とし、その認知・関心度や消費意識等につ

いて把握するという調査研究は、管見の限り見られ

ない。

３．消費者調査の目的と方法

　データ収集は、実査を株式会社クロスマーケティ

ングに委託し、インターネットを介して実施した。

３．１．対象者

　調査の回収目標数は 1000 サンプルで、総務省統

計局の「人口推計」（2020 年 10 月 1 日現在）の

人口をもとに、全国を 7 地区、性別及び年齢を 10

区分とした人口構成比割付を行った（表 2）。また、

特定の条件にあてはまる調査対象者を絞りこむスク

リーニング質問を設け、「伝統工芸品一般に興味を

持ち、過去に伝統工芸品を購入したことがある」と

回答した人にのみ本質問を尋ねた。

３．２．調査の構成

　消費者調査は 2022 年 3 月 4 日から 3 月 8 日の

間に実施し、有効回答数は 1000 件であった。

　各設問の内容や回答状況は付属資料 1 の通りで、

スクリーニング質問 10 問と本質問 11 問は、JTB

総合研究所（2018）等を参考に作成した。

　本質問では、伝統工芸品の好きなデザイン（Q1）、

九州 7 県の国指定伝統的工芸品の認知・関心度

（Q2）、購入経験 (Q3)、購入した工芸品のジャンル

（Q4）、購入最高額（Q5）、最高額の工芸品の購入

場所（Q6）、興味を引く工芸品像（Q7）、工芸品の

位置づけ（Q8）、工芸品産業との関わり方（Q9）、

工芸品生産者との繋がり方の位置づけ（Q10）、工

芸品制作体験の意向（Q11）を尋ねた。

３．３．分析の視点

　本研究で実施した調査結果を分析するにあたって

は、以下 5 点の視点を掲げて取組んだ。

（１）消費者が一般的に抱く「伝統工芸品に対する

嗜好性」の現状把握を行う。即ち、消費者は一般的

に、伝統工芸品に対し「昔からの伝統を忠実に守っ

ているもの」を好んでいるのか、それとも「伝統の

技は残しつつも、新しいデザインや使い方をしてい

るもの」を好んでいるのか、について明らかにする。

（２）九州 7 県の 21 品目について、消費者の認知

度及び関心度の現状把握を行う。

（３）消費者の「伝統工芸品に対するデザイン嗜好性」

表 2．本研究で実施した消費者調査の人口構成比割付
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と「九州 7 県 21 品目の認知・関心度」の関連性に

ついてクロス集計を用いて把握する（設問 Q1 と設

問 Q2 を用いた比較）。

（４）消費者の「九州の伝統工芸品産業とどのよう

な形で関わっていきたいか」という意識と「九州 7

県 21 品目の認知・関心度」の関連性についてクロ

ス集計を用いて把握する（設問 Q9 と設問 Q2 を用

いた比較）。

（５）消費者のどのような「九州の伝統工芸品産業

との関わり方」が要因となって「九州 7 県 21 品

目の購入経験」に結びついているのか二項ロジス

ティック回帰分析を用いて把握する。

３．４．分析の方法

　クロス集計を用いて設問同士の関連性を確認し、

2 変数間で統計的に有意な関連性があるかを分析す

るため、カイ二乗検定を用いた。統計的に有意であっ

た場合には、どの要因の効果があったかを明らかに

するために残差分析を行った。残差分析の結果、標

準正規分布に従うと調整済残差の絶対値が 1.96 以

上であれば、5％水準で有意であるということがで

きる。本研究では、調整済残差が 1.96 以上の要因

に注目することにした。いずれも関連性が有意と認

められたもの（p ＜ .01 又は p ＜ .05）及び有意傾

向が見られたもの（p ＜ .1）を提示した。さらに、

2 変数の相関の強さを表すファイ係数（φ）を用い、

関連性の強さを示す効果量を確認した。

　なお、統計解析ソフトは IBM SPSS ver.27 for 

Windows を使用した。

４．調査の結果

４．１．消費者が抱く「伝統工芸品デザインの嗜好性」

　まず、「伝統工芸品の好きなデザインはどのよう

なものですか」という設問に対して、本調査回答者

全体の 46.9% が「昔からの伝統を忠実に守ってい

るもの」と回答し、52.0% が「伝統の技は残しつつも、

新しいデザインや使い方をしているもの」と回答し

ていた（図 1）。

　次に、「伝統工芸品の好きなデザインはどのよう

なものか」について、性別で区分したクロス集計が

表 3 である（なお、「その他」を除いて集計した）。

　χ ² 分布で 5% 水準の危険率、自由度 1 の場合の

有意点の値は 3.841 であるが、カイ二乗検定を行っ

た結果、1％水準で有意差が認められた（χ ²(1) ＝

19.573, p ＜ .01）。このことから、男性の方が、「昔

からの伝統を忠実に守っているもの」が多く、女性

の方が「伝統の技は残しつつも、新しいデザインや

使い方をしているもの」が多いことが示された。

　さらに、この「伝統工芸品の好きなデザインはど

のようなものか」について、年代別で区分したクロ

ス集計が表 4 である（「その他」を除いて集計した）。

　χ ² 分布で 5% 水準の危険率、自由度 4 の場合の

有意点の値は 9.488 であるが、カイ二乗検定を行っ

た結果、1％水準で有意差が認められた（χ ²(4) ＝

13.826, p ＜ .01）。このことから、18 ～ 29 歳で「昔

からの伝統を忠実に守っているもの」という回答

が多く、40 歳～ 49 歳が「伝統の技は残しつつも、

新しいデザインや使い方をしているもの」という回

図 1．「伝統工芸品の好きなデザイン」回答内訳

表 3．「伝統工芸品の好きなデザイン」の性別によるクロス集計表
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答が多いことが示された。

４．２．「九州 7 県 21 品目の認知・関心度」を軸とし

たクロス集計分析

４．２．１．全体の傾向

　まず、九州 7 県 21 品目の認知・関心度について、

回答の単純集計を図 2 に示した。

　このうち、伊万里・有田焼を「知っている（知っ

ていて興味がある＋知っているが興味はない）」が

84.7% に上った。また、博多人形について「知っ

ているが興味はない」が 41.9％に上った。さらに

「知らないが興味はある」については天草陶磁器

が 39.3%、次いで上野焼と別府竹細工がそれぞれ

38.6％、そして三川内焼が 38.2% と続いていた。

４．２．２．性別と認知度との関連性

　次に、九州 7 県 21 品目の認知度について、性別

で区分したクロス集計が表 5 である（有意差・有

意傾向がみられたものを示した。以下同様）。

　各品目の認知度に関する男女別のクロス集計につ

いてカイ二乗検定を行った結果、9 品目（上野焼、

八女福島仏壇、八女提灯、小代焼、天草陶磁器、肥

後象がん、山鹿灯籠、都城大弓及び本場大島紬）に

おいて 1％水準で有意差が認められたほか、6 品目

（博多織、久留米絣、小石原焼、三川内焼、別府竹

細工及び川辺仏壇）において 5% 水準で有意差が見

られ、さらに 1 品目（博多人形）において 10% 水

表 4．「伝統工芸品の好きなデザイン」の年代別によるクロス集計表

図 2．「九州 7 県 21 品目の認知・関心度」回答内訳

準で有意傾向が見られた。このことから、有意差が

見られた 15 品目と有意傾向が見られた 1 品目の計

16 品目のうち、織物である博多織、久留米絣及び

本場大島紬と、博多人形の計 4 品目は、「知っている」

という回答が女性に多いことが示された。一方、他

の 12 品目は、「知っている」が男性に多いことが

示された。

４．２．３．性別と関心度との関連性

　その次に、九州 7 県 21 品目の関心度について、

性別で区分したクロス集計が表 6 である。

　各品目の関心度に関する男女別のクロス集計につ
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表 5．「九州 7 県 21 品目の認知度」の性別によるクロス集計表

表 6．「九州 7 県 21 品目の関心度」の性別によるクロス集計表
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表 7．「九州 7 県 21 品目の認知度」の伝統工芸品デザイン嗜好性別によるクロス集計表

いてカイ二乗検定を行った結果、6 品目（博多織、

八女福島仏壇、伊万里・有田焼、長崎べっ甲、本場

大島紬及び川辺仏壇）において 1％水準で有意差が

認められたほか、1 品目（久留米絣）において 5%

水準で有意差が見られ、さらに 3 品目（八女提灯、

波佐見焼及び都城大弓）において 10% 水準で有意

傾向が見られた。このことから、織物の 3 品目（博

多織、久留米絣及び本場大島紬）と伊万里・有田焼

及び長崎べっ甲の計 5 品目は、「興味がある」が女

性に多いことが示された。一方、仏壇の 2 品目（八

女福島仏壇と川辺仏壇）は、「興味がある」が男性

に多いことが示された。

４．２．４．デザイン嗜好性別と認知度との関連性

　その次に、九州 7 県 21 品目の認知度について、

伝統工芸品のデザイン嗜好性別で区分したクロス集

計が表 7 である。

　各品目の認知度に関する嗜好性別のクロス集計に

ついてカイ二乗検定を行った結果、3 品目（八女福

島仏壇、三川内焼及び川辺仏壇）において 1％水準

で有意差が認められたほか、4 品目（久留米絣、小

石原焼、小代焼、山鹿灯籠）において 5% 水準で有

意差が見られ、さらに 4 品目（上野焼、八女提灯、

天草陶磁器及び都城大弓）において 10% 水準で有

意傾向が見られた。このことから、有意差が見られ

た 7 品目と有意傾向が見られた 4 品目の計 11 品目

において、「知っている」が、「昔からの伝統を忠実

に守っているもの」を好む人に多いことが示された。

４．２．５．デザイン嗜好性別と関心度との関連性

　さらに、九州 7 県 21 品目の関心度について、伝

統工芸品のデザイン嗜好性別で区分したクロス集計

が表 8 である。

　各品目の関心度に関する嗜好性別のクロス集計に

ついてカイ二乗検定を行った結果、1 品目（川辺仏

壇）において 1％水準で有意差が認められたほか、

1 品目（波佐見焼）において 5% 水準で有意差が、

さらに 1 品目（八女福島仏壇）において 10% 水準

で有意傾向が見られた。このことから、有意差が見

られた川辺仏壇と有意傾向が見られた八女福島仏壇

においては、「興味がある」が、「昔からの伝統を忠

実に守っているもの」を好む人に多いことが示され
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表 8．「九州 7 県 21 品目の関心度」の伝統工芸品デザイン嗜好性別によるクロス集計表

表 9．「九州 7 県 21 品目の認知度」の「伝統工芸産業との関わり方：購入したい」別によるクロス集計表

た。一方で、有意差が見られた波佐見焼では、「興

味がある」が、「伝統の技は残しつつ新しいデザイ

ンや使い方をしているもの」を好む人に多いことが

示された。

４．３．消費者が望む「伝統工芸産業との関わり方」

と「認知・関心度」との間に存在する関連性について

　本調査では、「九州の伝統工芸品産業とどのよう

な形で関わっていきたいか」（本質問 Q9）につい

て 8 つの選択肢を提示し回答を求めた。この結果

について九州 7 県 21 品目の認知・関心度別のクロ

ス集計を行い、傾向を以下に示す。

４．３．１．購入を通じて関わっていきたい消費者と認

知度との関連性

　まず、九州 7 県 21 品目の認知度について、伝統

工芸品産業との関わり方として「購入したい」かど

うかで区分したクロス集計が表 9 である。
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　各々のクロス集計についてカイ二乗検定を行った

結果、9 品目（博多織、博多人形、久留米絣、伊万

里・有田焼、唐津焼、波佐見焼、肥後象がん、本場

大島紬及び薩摩焼）において 1％水準で有意差が認

められたほか、2 品目（八女提灯と長崎べっ甲）に

おいて 5% 水準で有意差が、さらに 3 品目（別府竹

細工、小代焼及び山鹿灯籠）において 10% 水準で

有意傾向が見られた。このことから、有意差が見ら

れた 11 品目と有意傾向が見られた 3 品目の計 14

品目においては、「知っている」という回答が、九

州の伝統工芸品産業との関わり方として「購入した

い」と考えている人に多いことが示された。

４．３．２．購入を通じて関わっていきたい消費者と関

心度との関連性

　次に、九州 7 県 21 品目の関心度について、伝統

工芸品産業との関わり方として「購入したい」かど

うかで区分したクロス集計が表 10 である。

　各々のクロス集計についてカイ二乗検定を行った

結果、13 品目（博多織、小石原焼、上野焼、伊万里・

有田焼、唐津焼、三川内焼、波佐見焼、別府竹細工、

小代焼、天草陶磁器、肥後象がん、都城大弓及び薩

摩焼）において 1％水準で有意差が認められたほか、

3 品目（八女提灯、山鹿灯籠及び本場大島紬）にお

いて 5% 水準で有意差が、さらに 3 品目（博多人形、

表 10．「九州 7 県 21 品目の関心度」の「伝統工芸産業との関わり方：購入したい」別によるクロス集計表
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八女福島仏壇及び長崎べっ甲）において 10% 水準

で有意傾向が見られた。このことから、有意差が

見られた 16 品目と有意傾向が見られた 3 品目の計

19 品目においては、「興味がある」という回答が、

九州の伝統工芸品産業との関わり方として「購入し

たい」と考えている人に多いことが示された。

４．３．３．製作体験を通じて関わっていきたい消費者

と認知度との関連性

　次に、九州 7 県 21 品目の認知度について、伝統

工芸品産業との関わり方として「製作体験をしたい」

かどうかで区分したクロス集計が表 11 である。

　各々のクロス集計についてカイ二乗検定を行った

結果、6 品目（小石原焼、上野焼、八女提灯、三川

内焼、小代焼及び都城大弓）において 1％水準で有

意差が認められたほか、5 品目（八女福島仏壇、波

佐見焼、別府竹細工、天草陶磁器及び川辺仏壇）に

おいて 5% 水準で有意差が、さらに 2 品目（博多織

と長崎べっ甲）において 10% 水準で有意傾向が見

表 11．「九州 7 県 21 品目の認知度」の「伝統工芸産業との関わり方：自分でも製作体験をしたい」別によるクロス集計表

られた。このことから、有意差が見られた 11 品目

と有意傾向が見られた 2 品目の計 13 品目において

は、「知っている」という回答が、九州の伝統工芸

品産業との関わり方として「製作体験をしたい」と

考えている人に多いことが示された。

４．３．４．製作体験を通じて関わっていきたい消費者

と関心度との関連性

　次に、九州 7 県 21 品目の関心度について、伝統

工芸品産業との関わり方として「製作体験をしたい」

かどうかで区分したクロス集計が表 12 である。

　各々のクロス集計についてカイ二乗検定を行った

結果、14 品目（博多織、久留米絣、小石原焼、上野焼、

八女福島仏壇、八女提灯、唐津焼、三川内焼、別府

竹細工、小代焼、肥後象がん、山鹿灯籠、都城大弓

及び川辺仏壇）において 1％水準で有意差が認めら

れたほか、4 品目（波佐見焼、長崎べっ甲、天草陶

磁器及び薩摩焼）において 5% 水準で有意差が、さ

らに 1 品目（本場大島紬）において 10% 水準で有
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表 12．「九州 7 県 21 品目の関心度」の「伝統工芸産業との関わり方：自分でも製作体験をしたい」別によるクロス集計表

意傾向が見られた。このことから、有意差が見られ

た 18 品目と有意傾向が見られた 1 品目の計 19 品

目においては、「興味がある」という回答が、九州

の伝統工芸品産業との関わり方として「製作体験を

したい」と考えている人に多いことが示された。

４．３．５．伝統的工芸品に関わる仕事を通じて関わっ

ていきたい消費者と認知度との関連性

　次に、九州 7 県 21 品目の認知度について、伝統

工芸品産業との関わり方として「伝統的工芸品に関

わる仕事がしたい」かで区分したクロス集計が表

13 である。

　各々のクロス集計についてカイ二乗検定を行った

結果、14 品目（博多織、小石原焼、上野焼、八女

福島仏壇、八女提灯、三川内焼、波佐見焼、別府竹

細工、小代焼、天草陶磁器、肥後象がん、山鹿灯籠、

都城大弓及び川辺仏壇）において 1％水準で有意差

が認められたほか、1 品目（薩摩焼）において 5%

水準で有意差が、さらに 1 品目（本場大島紬）に

おいて 10% 水準で有意傾向が見られた。このこと

から、有意差が見られた 15 品目と有意傾向が見ら

れた 1 品目の計 16 品目においては、「知っている」

という回答が、九州の伝統工芸品産業との関わり方
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表 13．「九州 7 県 21 品目の認知度」の「伝統工芸産業との関わり方：伝統的工芸品に関わる仕事がしたい」別によるクロス集計表

表 14．「九州 7 県 21 品目の関心度」の「伝統工芸産業との関わり方：伝統的工芸品に関わる仕事がしたい」別によるクロス集計表
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として「伝統的工芸品に関わる仕事がしたい」と考

えている人に多いことが示された。

４．３．６．伝統的工芸品に関わる仕事を通じて関わっ

ていきたい消費者と関心度との関連性

　次に、九州 7 県 21 品目の関心度について、伝統

工芸品産業との関わり方として「伝統的工芸品に関

わる仕事がしたい」かで区分したクロス集計が表

14 である。

　各々のクロス集計についてカイ二乗検定を行った

結果、4 品目（八女福島仏壇、小代焼、都城大弓及

び川辺仏壇）において 1％水準で有意差が認められ

たほか、7 品目（小石原焼、上野焼、八女提灯、唐

津焼、肥後象がん、山鹿灯籠及び本場大島紬）にお

いて 5% 水準で有意差が、さらに 3 品目（博多人形、

別府竹細工及び薩摩焼）において 10% 水準で有意

傾向が見られた。このことから、有意差が見られた

10 品目と有意傾向が見られた 3 品目の計 13 品目

においては、「興味がある」という回答が、九州の

伝統工芸品産業との関わり方として「伝統的工芸品

に関わる仕事がしたい」と考えている人に多いこと

が示された。

４．３．７．伝統工芸産業と関わりたくない消費者と認

知度との関連性

　次に、九州 7 県 21 品目の認知度について、伝統

工芸品産業との関わり方として「特にない、関わり

たくない」かどうかで区分したクロス集計が表 15

表 15．「九州 7 県 21 品目の認知度」の「伝統工芸産業との関わり方：特にない、関わりたくない」別によるクロス集計表
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である。

　各々のクロス集計についてカイ二乗検定を行った

結果、16 品目（小石原焼、上野焼、八女福島仏壇、

八女提灯、伊万里・有田焼、唐津焼、三川内焼、波

佐見焼、別府竹細工、小代焼、天草陶磁器、肥後象

がん、山鹿灯籠、都城大弓、川辺仏壇及び薩摩焼）

において 1％水準で有意差が認められたほか、2 品

目（博多織及び長崎べっ甲）において 5% 水準で有

意差が、さらに 1 品目（久留米絣）において 10%

水準で有意傾向が見られた。このことから、有意差

が見られた 18 品目と有意傾向が見られた 1 品目の

計 19 品目においては、「知らない」という回答が、

表 16．「九州 7 県 21 品目の関心度」の「伝統工芸産業との関わり方：特にない、関わりたくない」別によるクロス集計表

九州の伝統工芸品産業との関わり方として「特にな

い、関わりたくない」と考えている人に多いことが

示された。

４．３．８．伝統工芸産業と関わりたくない消費者と関

心度との関連性

　次に、九州 7 県 21 品目の関心度について、伝統

工芸品産業との関わり方として「特にない、関わり

たくない」かどうかで区分したクロス集計が表 16

である。

　各々のクロス集計についてカイ二乗検定を行った

結果、21 品目全てにおいて 1％水準で有意差が認

められた。このことから、全 21 品目においては、「興
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図 3．「九州 7 県 21 品目の購入経験の有無」回答内訳

味がない」という回答が、九州の伝統工芸品産業と

の関わり方として「特にない、関わりたくない」と

考えている人に多いことが示された。

４．４．「九州 7 県 21 品目の購入経験」を軸とした二

項ロジスティック回帰分析

４．４．１．全体の傾向

　まず、九州７県 21 品目の購入経験について、回

答の単純集計を図 3 に示した。

　このうち、「購入経験がある」（意識して購入した

表 17．八女福島仏壇の購入に関する二項ロジスティック回帰分析結果

ことがある＋意識はせず、購入したことがある）は、

伊万里・有田焼が 49.0% に上り、次いで博多人形

が 27.0%、唐津焼が 25.7%、長崎べっ甲が 20.8%

であった。これらを除いた 17 品目は「購入してい

ない・わからない」が 8 割を超えていた。

４．４．２．購入経験の有無に関連する要因の検討

　続いて、九州７県 21 品目の購入経験について、

「購入したことがある（意識して購入したことがあ

る＋意識はせずに、購入したことがある）」と「購

入していない・わからない」の 2 項を目的変数と

し、「九州の伝統工芸品産業との関わり方」（本質問

Q9）の各設問における「あてはまる」と「あては

まらない」の 2 項を説明変数として、変数増加法・

尤度比を用いた二項ロジスティック回帰分析を行っ

た。

　その結果、最終的に Nagelkerke 決定係数が 0.1

以上となった 8 品目について、採用された回帰式

の係数等を以下に示す。多重共線性の可能性に関し

ては、説明変数間の相関を調べたが、-.390 ～ .214

程度の弱い相関に留まっていたこと、そして VIF（分

散拡大要因）の値も全て 2 以下であったことから、

その危険性はないものと判断した。なお、各結果の

Nagelkerke 決定係数が高くないという点に留意が

必要である。

　なお、以下の分析では、「購入経験無し」の要因

として、「特にない、関わりたくない」が抽出され

ている。これは、前項のクロス集計を用いた関連性
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表 18．八女提灯の購入に関する二項ロジスティック回帰分析結果 表 19．三川内焼の購入に関する二項ロジスティック回帰分析結果

の抽出結果と符号しているが、もう一つの要因とし

て「購入したい」も抽出された。「購入したい」と

いう関わり方が、「購入経験有り」に対してネガティ

ブな影響を与えることが示された。この点について

はさらに検討を進めることが重要であると考える。

（１）八女福島仏壇の購入経験に関連する要因

　八女福島仏壇の購入経験の有無に関し、最終的に

採用された回帰式の係数等を示したのが表 17 であ

る。

　モデル係数のオムニバス検定は 1% 水準で有意と

なり、回帰式の有意性が保証される結果が得られた。

Hosmer と Lemeshow の検定の結果は有意確率

が .948 であり、モデルの適合度も保証された。なお、

判別的中率は 92.0% であった。

　購入経験の有無に関する要因として、関わり方①

「購入したい」と関わり方⑧「特にない・関わりた

くない」のオッズ比は有意であったが、購入経験無

しの方向への影響が見られる結果となった。

　一方で、関わり方⑤「直接的に支援活動をしたい」

と関わり方⑥「伝統的工芸品に関わる仕事がしたい」

のオッズ比は有意であり、購入経験有りの方向への

影響が見られた。

（２）八女提灯の購入経験に関連する要因

　八女提灯の購入経験の有無に関し、最終的に採用

された回帰式の係数等を示したのが表 18 である。

　モデル係数のオムニバス検定は 1% 水準で有意と

なり、回帰式の有意性が保証される結果が得られ

た。Hosmer と Lemeshow の検定の結果は有意確率

が .864 であり、モデルの適合度も保証された。なお、

判別的中率は 92.1% であった。

　購入経験の有無に関する要因として、関わり方①

「購入したい」と関わり方⑧「特にない・関わりた

くない」のオッズ比は有意であったが、購入経験無

しの方向への影響が見られる結果となった。

　一方で、関わり方⑤「直接的に支援活動をしたい」

と関わり方⑥「伝統的工芸品に関わる仕事がしたい」

のオッズ比は有意であり、購入経験有りの方向への

影響が見られた。

（３）三川内焼の購入経験に関連する要因

　三川内焼の購入経験の有無に関し、最終的に採用

された回帰式の係数等を示したのが表 19 である。

　モデル係数のオムニバス検定は 1% 水準で有意と

なり、回帰式の有意性が保証される結果が得られ

た。Hosmer と Lemeshow の検定の結果は有意確率

が .915 であり、モデルの適合度も保証された。なお、

判別的中率は 91.7% であった。

　購入経験の有無に関する要因として、関わり方①

「購入したい」と関わり方⑧「特にない・関わりた

くない」のオッズ比は有意であったが、購入経験無

しの方向への影響が見られる結果となった。

　一方で、関わり方⑤「直接的に支援活動をしたい」

と関わり方⑥「伝統的工芸品に関わる仕事がしたい」

のオッズ比は有意であり、購入経験有りの方向への

影響が見られた。
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表 20．小代焼の購入に関する二項ロジスティック回帰分析結果 表 22．山鹿灯籠の購入に関する二項ロジスティック回帰分析結果

表 21．天草陶磁器の購入に関する二項ロジスティック回帰分析結果

（４）小代焼の購入経験に関連する要因

　小代焼の購入経験の有無に関し、最終的に採用さ

れた回帰式の係数等を示したのが表 20 である。

　モデル係数のオムニバス検定は 1% 水準で有意と

なり、回帰式の有意性が保証される結果が得られ

た。Hosmer と Lemeshow の検定の結果は有意確率

が .714 であり、モデルの適合度も保証された。なお、

判別的中率は 91.0% であった。

　購入経験の有無に関する要因として、関わり方①

「購入したい」と関わり方⑧「特にない・関わりた

くない」のオッズ比は有意であったが、購入経験無

しの方向への影響が見られる結果となった。

　一方で、関わり方⑤「直接的に支援活動をしたい」

と関わり方⑥「伝統的工芸品に関わる仕事がしたい」

のオッズ比は有意であり、購入経験有りの方向への

影響が見られた。

（５）天草陶磁器の購入経験に関連する要因

　天草陶磁器の購入経験の有無に関し、最終的に採

用された回帰式の係数等を示したのが表21である。

　モデル係数のオムニバス検定は 1% 水準で有意と

なり、回帰式の有意性が保証される結果が得られ

た。Hosmer と Lemeshow の検定の結果は有意確率

が .968 であり、モデルの適合度も保証された。なお、

判別的中率は 89.9% であった。

　購入経験の有無に関する要因として、関わり方⑤

「直接的に支援活動をしたい」と関わり方⑥「伝統

的工芸品に関わる仕事がしたい」のオッズ比は有意

であり、購入経験有りの方向への影響が見られた。

（６）山鹿灯籠の購入経験に関連する要因

　山鹿灯籠の購入経験の有無に関し、最終的に採用

された回帰式の係数等を示したのが表 22 である。

　モデル係数のオムニバス検定は 1% 水準で有意と

なり、回帰式の有意性が保証される結果が得られ

た。Hosmer と Lemeshow の検定の結果は有意確率

が .832 であり、モデルの適合度も保証された。なお、

判別的中率は 91.4% であった。

　購入経験の有無に関する要因として、関わり方①

「購入したい」と関わり方⑧「特にない・関わりた

くない」のオッズ比は有意であったが、購入経験無

しの方向への影響が見られる結果となった。

　一方で、関わり方⑤「直接的に支援活動をしたい」

と関わり方⑥「伝統的工芸品に関わる仕事がしたい」

のオッズ比は有意であり、購入経験有りの方向への

影響が見られた。

（７）都城大弓の購入経験に関連する要因

　都城大弓の購入経験の有無に関し、最終的に採用
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表 23．都城大弓の購入に関する二項ロジスティック回帰分析結果 表 24．川辺仏壇の購入に関する二項ロジスティック回帰分析結果

された回帰式の係数等を示したのが表 23 である。

　モデル係数のオムニバス検定は 1% 水準で有意と

なり、回帰式の有意性が保証される結果が得られ

た。Hosmer と Lemeshow の検定の結果は有意確率

が .953 であり、モデルの適合度も保証された。なお、

判別的中率は 92.4% であった。

　購入経験の有無に関する要因として、関わり方①

「購入したい」と関わり方⑧「特にない・関わりた

くない」のオッズ比は有意であったが、購入経験無

しの方向への影響が見られる結果となった。

　一方で、関わり方⑤「直接的に支援活動をしたい」

と関わり方⑥「伝統的工芸品に関わる仕事がしたい」

のオッズ比は有意であり、購入経験有りの方向への

影響が見られた。

（８）川辺仏壇の購入経験に関連する要因

　川辺仏壇の購入経験の有無に関し、最終的に採用

された回帰式の係数等を示したのが表 24 である。

　モデル係数のオムニバス検定は 1% 水準で有意と

なり、回帰式の有意性が保証される結果が得られ

た。Hosmer と Lemeshow の検定の結果は有意確率

が .910 であり、モデルの適合度も保証された。なお、

判別的中率は 93.0% であった。

　購入経験の有無に関する要因として、関わり方①

「購入したい」と関わり方⑧「特にない・関わりた

くない」のオッズ比は有意であったが、購入経験無

しの方向への影響が見られる結果となった。

　一方で、関わり方⑤「直接的に支援活動をしたい」

と関わり方⑥「伝統的工芸品に関わる仕事がしたい」

のオッズ比は有意であり、購入経験有りの方向への

影響が見られた。

５．考察

５．１．消費者の「伝統工芸品デザインの嗜好性」は

「伝統重視」と「革新重視」とが並立した状況にある

　まず、伝統工芸品全般について、「伝統を忠実に

守ったもの」と「伝統の技は残しつつ、新しいデザ

インがあるもの」と答えた人がおよそ半々であった。

　ただ、性別や年代で細分化してみると、「伝統を

忠実に守ったもの」は「男性」や「18 ～ 29 歳」

という区分においてより好まれ、「伝統の技は残し

つつ、新しいデザインがあるもの」は「女性」や「40

～ 49 歳」という区分でより好まれる傾向が強いこ

とがわかった。「伝統工芸品のデザイン嗜好性」は、

消費者一般に共通ではなく、属性によって異なると

いう現状にあると考えられる。

５．２．展示会における「認知・関心度を把握した上

での展示品目決定」という方策の可能性

　４．２．２．と４．２．３．では、九州 7 県 21 品目

の認知・関心度を軸に、性別という区分によって関

連性の度合いに違いがあるかどうか、カイ二乗検定

を用いて判定した。その結果、認知度・関心度とも、

織物（博多織・久留米絣・本場大島紬）については、

「知っている」ないし「興味がある」と答えた女性が

有意に多いことが判明する等、品目のジャンルによっ
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て認知度や関心度の傾向が異なることがわかった。

　今後複数の品目を集めた上での展示会を実施する

際に、各品目に対する消費者の認知・関心度の傾向

を事前に確認することにより、来場者の展示会に対

する期待度向上に結びつけることが可能になると考

えられる。

５．３．「伝統工芸品に新しいデザインを好む消費者」

の中では「波佐見焼」に関心を示す回答が多かった

　４．２．４．及び４．２．５では九州 7 県 21 品目の

認知・関心度を軸に、伝統工芸品のデザイン嗜好性

という区分によって関連性の度合いに違いがあるか

どうか、カイ二乗検定を用いて判定した。関心度に

ついて、仏壇の 2 品目（八女福島仏壇と川辺仏壇）

は「伝統を忠実に守っているもの」を好む消費者に

「興味がある」という回答が多い傾向が見られた。

一方で波佐見焼は「新しいデザイン」を好む消費者

に「興味がある」という回答が多い傾向が見られた。

　波佐見焼は 2000 年頃からの産地名表記見直しを

きっかけに、「ものづくりの慣習にこだわらない、

時代に合わせた次世代の陶磁器生産地」としての

展開を続けている３）。スタイリッシュでおしゃれな

デザインの追求を試みている波佐見焼産地の取組み

が、新しいデザインを好む消費者の評価に訴求でき

ていることの現れであるとも思料できよう。

５．４．どのような「伝統工芸産業との関わり方」が「認

知・関心度」「購入経験」の向上に寄与するのか

　４．３．及び４．４．では九州 7 県 21 品目の認知・

関心度や購入経験を軸に、九州の伝統工芸品産業と

の様々な関わり方によって関連性が異なるか、また

どのような関わり方が購入経験の成立に寄与する

か、について確認した。

　まず、関わり方として「購入したい」「製作体験

をしたい」「伝統的工芸品に関わる仕事がしたい」

の各項目について、比較的多くの品目のクロス集計

で有意な関連性がみられた。とりわけ、関わり方と

して「特にない、関わりたくない」が「あてはまる」

という回答者は、「知らない」ないし「興味がない」

という回答が多い傾向にあり、χ ² 値も高い数値を

示していた。消費者がある品目に対して「知らない」

や「興味がない」と感じることと、伝統工芸産業自

体に「関わりたくない」と感じることとの関連性の

存在が明らかとなった。

　また、４．４．においては 8 品目で、「購入経験有り」

の要因として、「直接的に支援活動をしたい」や「伝

統的工芸品に関わる仕事がしたい」という意識が抽

出された。さらに、「購入経験無し」の要因として、「特

にない、関わりたくない」や「購入したい」が抽出

されていた。「購入したい」という関わり方が、「購

入経験有り」に対してネガティブな影響を与えるこ

とが示されており、この点はさらに検討を進めるこ

とが重要である。

６．結論と今後の課題

　本研究を通じて、調査で対象とした九州 7 県 21

品目に対する消費者の認知・関心度が、性別やデザ

インの嗜好性等によって多様に異なっていることが

わかった。また、21 品目の内 8 品目については、

伝統工芸産業に対する消費者の「直接的支援意向」

や「仕事への参画意向」等の要因が、「購入経験有

り」という事実に繋がっていることが明らかとなっ

た。各伝統的工芸品に対して、どのような消費者が

認知・関心を持つ傾向にあるかを把握し、どのよう
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に消費者から支援を得るべきかを考察する重要性が

示されたと考える。

　本研究の調査で対象とした九州 7 県 21 品目につ

いては、博多織や小石原焼など、趣味や土産品とし

ての用途が主である品目と、八女福島仏壇や八女提

灯といった、宗教儀礼において必要性を伴って用い

られる品目とが混在している。このため、認知度や

興味の有無などについて、一概に尋ねることが適切

であるか否かを検討する余地が残った。以上を踏ま

えつつ、今後の課題として以下の 3 点を挙げる。

（１）属性（性別・年代・地区等）のほか、工芸品

の課題や問題意識、実店舗・ネット通販サイトでの

購入の際に重視する点、および購入時に情報を得る

手段についてクロス集計を用いた検討を進める。

（２）今回の調査では、「伝統工芸品に対するデザイ

ン嗜好性」について尋ねた。この設問について継続

的調査を行い、消費者のデザイン嗜好性がどのよう

に変化するか等の推移を把握することで、時代背景

と関連させた分析が可能であると考えられる。

（３）今回の調査では、波佐見焼に対して「新しい

デザイン」を好む消費者からの「興味がある」とい

う回答が多い傾向が見られた。この傾向がどのよう

な要因で生じているかは明確でなく、今後の検討す

べき論点である。
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付属資料 1．質問項目と回答の度数分布表及び記述統計量一覧
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